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●工夫したこと―――――――――――――― 
①体育授業だけにとどまらず学校教育目標と関連させ
て、学校の様々な時間を活用して行うことで、体育担
当だけではなく、学校職員全員で取り組んだ。 

②体育通信を発行することで、家庭との連携を図った。 
③外遊びだけが運動ではないという児童の認識の変化、
体育館でしかできない運動遊びによる新たな動きの獲
得、体育館解放によっておこる問題を自治的に解決し
ていくことなどをねらい、体育館開放を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ｃｈｅｃｋ：取組の成果 
（１）運動、体育の授業が苦手な児童の減少 
児童アンケートから、「体を動かすことがきらい」と感

じる児童が「８．８％」から「５．２％」（肯定群９４．
８％）に、「体育の授業がきらい」と感じる児童が「４．
３％」から「３．２％」（肯定群９６．８％）に減ってい
ることが分かった。 
その背景としては、授業改善や遊び場の工夫、スマイ

ル・チャレンジタイムなどで様々な運動を友達や異学年
とも経験することができたことや、職員の意識改革によ
る、細やかな、子ども達を励ます声かけや適切な指導・支
援等であると考える。 
 
 

Plan：取組時の課題と目的 
1 取組時の課題 
①遊びの内容が固定化されており、多様な動きを身につけ
られていないこと。 

②若手職員が多く、指導経験が不足していること。 
③投運動、瞬発力、持久力に課題が見られること。 
④児童のほとんどがバス通学のため、日常的な運動量が少
ないこと。 

⑤学区が広く、児童同士の家の距離が遠いため、一緒に遊
びを通して体を動かす機会も少なくなっていること。 

 

2 取組の目的 
①「体を動かすことが好き！」と感じる児童の増加(運動嫌
いの解消） 

②「体育が好き！」と感じる児童の増加(体育嫌いの解消) 
③様々な体の動かし方の獲得 
④学校だけでなく、家庭を巻き込んで「体を動かすことの
楽しさ」を感じることでの運動の習慣化。（運動の習慣
化） 

Dｏ：取組の内容 
取組については、「意欲向上」「体力向上」「家庭との連携」
の３本柱として考えた。 

（１）「意欲向上」 
・遊び場の充実・県の取組への参加・スマイルタイム 
・体育掲示板の充実・チャレンジタイム・外部講師の活用 
・職員の意識改革 
（２）「体力向上」 
・授業改善・年間計画の作成・共有 
・体力テストの課題種目へのアプローチ 
（３）「家庭との連携」 
・体育通信の発行・学校保健委員会の取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「主体」「協働」「挑戦」の３つの心を軸

とした体力アップの取組について 

岡山県美作市立大原小学校 

全校児童数 １３５名 

全クラス数 ８クラス（内特別支援学級２） 

教職員数 ２３名 

 

本校では体育館にしかな

いバスケットゴールを使

い休み時間にバスケット

をしている様子。 



Ａｃｔｉｏｎ：今後の課題 
①体育の授業の運動遊びを休み時間でもできるように、
外遊びや体育館解放での用具使用についてや、遊び場
づくりなどをさらに柔軟に行っていくこと。 

②児童の「柔軟性」「持久力」を上げるための取組みを
運動遊びの中だけではなく授業でも意識して行う。 

 

◎体育授業の充実がもたらす波及効果 
授業改善により、友達と関わることを大切にすること

で、考えを伝える力を育てることができ、体育館解放で
は自分達でルールを考え、修正するために話し合うな
ど、自治的な意識が芽生えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
運動会では、６年生が全体練習の時、めあて伝えたり、

運動会前日には６年生から下級生へのメッセージをホ
ワイトボードに書いたりと、自分達で運動会をつくりあ
げていく意識をもつことができていた。 
スマイルタイムなどの長い休み時間の活用について

は、他学年との遊びを経験することで、リーダーシップ
を育てることや、児童同士の関わりを豊かにすることに
つながった。また、体育委員会の児童が、「○○大会を
しよう！」と計画を立て、全校に呼びかけるなど、自分
達で集会を開催する力・意識がついた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
このように、本校が育てたい、主体、協働、挑戦の３

つの心を、体育授業・体育関連の教育活動の充実によっ
て育てることができた。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）年間計画・授業の重点項目の作成・共有に
よる授業の質の保証 

 年間計画の作成・共有によって単元ごとの目指す力を
可視化し、授業の質の保証を目指すことで、３つの効果を
期待した。 
１つ目は、全学年で運動領域をそろえ、体育倉庫を整理

することで、準備や片付けなどにかかる時間を短縮、運動
量の確保をすること。２つ目は、今、何を指導しているの
かを把握し、学年ごとに育てておきたい力などを互いに
相談、アドバイスができること。３つ目は、系統性が見え
るようにすることで、職員が指導のポイントを意識でき
るようになること。以上３つの効果を期待した。 
授業者への聞き取りから、 

「職員室に掲示してあることで何をすればよいか分か
る。」 
「指導内容が書いてあるので、アイディアを得ることが
できるし、資料を調べたり、同僚に尋ねたりすることがで
きる。」 
「様々な運動領域を一年を通して行うことができる。」 
「他の学年とのつながりを見ることができ、発展的な技
の紹介や全学年までの技をスモールステップとして示す
ことができる。」 
など、ねらいとした効果よりも広く成果が上がった。 
 

臨時代表委員会

体育委員会主催ドッヂボール大会 


